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「教育デザイン研究」刊行に寄せて　

　　―「ミッションの再定義」を踏まえて―

教育学研究科長・教育人間科学部長

髙木　まさき

　本誌は、平成22年 3月に創刊され、今回で、第5号になります。その刊行に際しまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　本誌は、今回から、横浜国立大学教育学研究科を発行元といたします。これまで本学部の附属教育デザインセンター、

あるいは教育デザイン研究会等が発行元になって参りましたが、本研究科のカリキュラムの中核である「教育デザイ

ン」との関係をより明確にするため、上記の通り大学院である教育学研究科を発行元とすることといたしました。

　教員養成の中心が学部教育から徐々に大学院レベルに移行しつつある中、本研究科では、全国の国立大学に設置さ

れた教育学研究科に先駆けて、教科別の専攻を廃して「教育実践専攻」一専攻とし、また神奈川県内の各教育委員会

のご理解とご協力を得て大学院における実習科目「教育インターン」を位置づけました。また大学院生自らが履修科

目を幅広く選択し、自らの学びを教育の未来に向けてデザインできるよう「教育デザイン」という科目を「教育インター

ン」とともにカリキュラムの中核に据えております。このカリキュラムとその理念は、政令指定都市 3市を含む神奈

川県の教育界と交流を深めつつ、理論に裏打ちされた、実践的力量の高い教員を輩出することを目指したものです。

　一方、一昨年から昨年にかけて文部科学省により全国の国立大学すべての学部を対象とした「ミッションの再定義」

と呼ばれる各大学のミッションの確認作業が行われました。その中で、横浜国立大学教育人間科学部並びに教育学研

究科は「地域密接型」の教員養成学部・大学院であることが再確認され、ますます地域教育界との交流を前提とした「教

育デザイン研究」の理念の重要性が増して参りました。

　そこで本誌を大学院教育学研究科の発行とし、これからの教員養成・研修における中核的役割が求められている大

学院教育学研究科の使命として、本研究科の大学院生、本学教員、附属学校教員だけでなく、理念にご賛同いただけ

る地域教育界の多くの皆様方にも研究成果をお寄せいただくなどして、「理論と実践の架橋」（中央教育審議会）の役

割を担い、神奈川県内を中心とした教員養成・研修の充実に資する研究誌であることを目指して参りたいと考えてお

ります。

　国立大学の教員養成機関の新たなチャレンジとして、今後とも、多くの皆様にご理解とご支援とを賜りたく、心よ

りお願い申し上げる次第です。

　　


